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①おはなしひろば 
ぴよぴよ・てくてく　

【 と き 】4 月 5 日 ㈮ ① 午 前

10 時 20 分から 30 分程度

（おはなしぴよぴよ）②午前

11 時から 30 分程度（おは

なしてくてく）

【ところ】図書館１階じゅう

たんコーナー

【対象】① 0、１歳のあかちゃ

んと保護者 ② 2、3 歳のお子

さんと保護者 （年齢は目安）

【内容】絵本やわらべうた、本

の紹介、絵本相談も行います

【定員】各回 20 組程度（先

着順）

【参加費・申込み】不要　　

②図書館応援団
春休み絵本タイム
   図書館応援団（ボランティ

ア）のみなさんが、たのしい

絵本を読んでくれます。

【とき】4 月 6 日㈯ 午前 10

時 45 分～ 11 時 15 分ごろ

【ところ】図書館１階じゅう

たんコーナー

【対象】おもに幼児・小学生

からおとなまで

【内容】絵本「わたしのおべ

んとう」、「くろねこのかぞく」

など。最後に、みんなで折り

紙あそびをします

【定員】40 名（先着順）

【参加費・申込み】不要　

③ワクワク！ドキドキ！
かみしばい会へ行こう！！
  紙芝居ボランティアグルー

プ「拍子木」のみなさんによ

る、楽しい紙芝居会です。

【 と き 】4 月 6 日 ㈯、27 日

㈯午後 2 時 30 分から 30 分

程度

【ところ】図書館 2 階視聴覚室  

【対象】0 歳からどなたでも

【定員】40 名（先着順）

【参加費・申込み】不要　

④土曜おはなしひろば
～春のスペシャルひろば～

【とき】4 月 13 日㈯午後 2

時 15 分～ 3 時 15 分

【ところ】図書館 2 階視聴覚室

【対象】4 歳以上の子ども、

おとな

【内容】昭和をテーマに、絵

本の読み聞かせやストーリー

テリング（素語り）、あやと

り手品をします

【定員】40 名（先着順）

【参加費・申込み】不要

⑤としょかん春のこどもまつり
　図書館スタッフによる大型

絵本や紙芝居、人形劇などを

します。

【とき】4 月 20 日㈯午後 2

時 30 分～ 3 時 15 分（開場

は 15 分前）

【ところ】図書館 2 階視聴覚室

【対象】幼児、小学生、おとな

【定員】40 名（先着順）

【参加費・申込み】不要

⑥こども 1 日図書館員
【とき】4 月 27 日㈯①午前

の部：午前 9 時 30 分～ 12

時 ② 午後の部：午後 2 時～

4 時 30 分

【対象】市内在住の小学 4 年

生～ 6 年生

【内容】本の修理、カウンター

作業など ( ①②の内容は同じ）

【定員】各部 6 名（申込順） 

【参加費】無料

【申込み】来館か電話で氏名、

学年、電話番号、希望の部を

図書館へ（定員になり次第締

切、初めての方優先）。4 月

13 日㈯午前 10 時から受付

★図書館（☎ 482-7766）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞文化

シリーズ：子どもの権利　「子どもにやさしいまち」をめざして　NO.3　

子どもの参加と意見表明を考える～泉南市子ども安全大会から～　

①おはなしひろば 
ぴよぴよ・てくてく　

【とき】4 月 5 日㈮、4 月 5

日㈮①午前 10 時 20 分から

30 分程度（おはなしぴよぴ

よ）②午前 11 時から 30 分

程度（おはなしてくてく）

【ところ】図書館１階じゅう

たんコーナー

【対象】① 0、１歳のあかちゃ

んと保護者 ② 2、3 歳のお

子さんと保護者 （対象年齢は

目安）

【内容】絵本やわらべうた、本

の紹介、絵本相談も行います

【定員】各回 20 組程度（先

着順）

【参加費・申込み】不要　　

②図書館応援団
春休み絵本タイム
   図書館応援団（ボランティ

ア）絵本班のみなさんが、絵

本をいっぱい読んでくれま

す。

【とき】4 月 6 日㈯ 午前 10

　2 月 16 日に「泉南市子ども安全大会」が開催され、せ

んなん子ども会議の設置に向けて集まったチーム NSC

（Next Sennan Children）の 8 名の子どもたちが、これま

での活動を報告しました。参加者の感想を一部紹介します。

▽子どもたちの口から直接、意見を聞くことは、なかなか

ないので、わかっていた事でも心に届きました。

▽当事者である子どものことばが、すごく説得力がありま

した。子どもの話をきくことを日常の中で、もっともっと

意識していかなければならないと思いました。

▽われわれが生きた時代と少し差があると受け取れました。

▽おとなは子どもに本当の自由とは何かという事をきちん

と学ばせる責任があると思います。

　今後は子どもとおとなが聴きあい、意見交換を行う機会

も設けていきたいと思います。

  チームの報告後、関西学院大学の浜
は ま だ

田進
し ん じ

士さんから「子

ども参加のまちづくり」について講演いただき、子どもの

意見表明、子どもの参加の必要性を、次のようにまとめて

いただきました。

1. 子どもには「チカラ」があるから

2. 子どもは参加することで成長し、内側にもっている　

　力を実現することができるから

3. 聴いてもらえることは、子どもの一番大切な権利（あ

　たりまえ）だから

4. 子ども自身の課題のより良い解決につながるから

5. 子どもは子どもの専門家だから

6. 子どもと子どもの仲間の力が大きなカを生み出すから

7. 子どもは泉南のまちを変えていけるから

8. 子どもはともにまちをつくっていくパートナーだから

　子どもの内なる力を信じ、子どもと対話をしながら、家

庭、学校園所、地域において子ども参加を実現することの

大切さを確認しました。

【問合せ】泉南市子どもの権利に関する条例事務局

（人権教育課☎ 483-3672）　　

4 月 23 日～ 5 月 12 日は「こどもの読書週間」です。

図書館春のイベント案内　


